
分光放射照度計・データロガー

▼プローブＨＤ３０.Ｓ１（可視光）およびＨＤ３０.Ｓ２（紫外光）

▼大型タッチパネルで測定実行、測定値の確認、保存が可能

▼内蔵メモリおよび外部メモリ（マイクロＳＤ、ＵＳＢ）でデータ保存

▼Ｅｘｃｅｌ互換フォーマットでのデータエクスポート

ＨＤ３０.１は可視光および紫外領域の光のスペクトル分析用に開発され

た、データロガー機能付の測定器です。ＨＤ３０.１は、使い方の柔軟性、コ

スト、使い易さを考慮して設計されています。ＨＤ３０.１は、ケーブルで相互

に接続される、データロガー機能内蔵の表示器ＨＤ３０.１（Ｆｉｇ.１）と２種

類の測定用センサ（ＨＤ３０.Ｓ１（スペクトル範囲３８０～７８０ｎｍ）およびＨ

Ｄ３０.Ｓ２（スペクトル範囲２２０～４００ｎｍ）（Ｆｉｇ.２））で構成されています。

ＵＳＢ マイクロＳＤカード

プローブ
（ＨＤ３０.Ｓ１/ＨＤ３０.Ｓ２）

入力ソケット

ＯＮ/ＯＦＦ
ミニＵＳＢ イーサネット

ＡＣアダプタソケット

Ｆｉｇ.１　データロガー・表示計ＨＤ３０.１

Ｆｉｇ.２　センサＨＤ３０.Ｓ１、センサＨＤ３０.Ｓ２

■テクニカルデータ

ＨＤ３０.１＋ＨＤ３０.Ｓ１ ＨＤ３０.１＋ＨＤ３０.Ｓ２

センサ 直線型ＣＣＤ（２０４８素子）

スペクトル範囲 ３８０～７８０ｎｍ ２２０～４００ｎｍ

分光計のタイプ 透過型回析格子に基づく

開口数（Ｎ.Ａ.） ０.１６

入光スリット １２５μｍ ７０μｍ

バンドパス ４.５ｎｍ ２.５ｎｍ

波長精度/波長再現性 ０.３ｎｍ/０.１ｎｍ

平均化時間、モード １ｍｓ～４ｓ、自動/マニュアル

拡散光 ＜０.０３％

測定モード

分光放射照度、
放射照度、
照度（ｌｕｘ）、

ＰＡＲ、
相関色温度（ＣＣＴ）、

色度座標ＣＩＥ１９３１（ｘ、ｙ）
およびＣＩＥ１９７６（ｕ'、ｖ'）、

ＣＲＩ（演色評価数）、
スペクトル透過率

分光放射照度、
ＵＶＡ放射照度、
ＵＶＢ放射照度、
ＵＶＣ放射照度、
スペクトル透過率

測定タイプ

シングル（Ｓｉｎｇｌｅ）：　単発データ取得、データ保存あり
連続（Ｃｏｎｔｉｎｕｅ）：　連続データ取得、データ保存あり
モニタ（Ｍｏｎｉｔｏｒ）：　連続データ取得、データ保存なし

ロギング（Ｌｏｇｇｉｎｇ）：　インターバル時間（３分～６０分）での
　　　　　　　　　　データ取得、データ保存あり

光入力部寸法 φ１１.８ｍｍ（乳白色クォーツディフューザ）

余弦則補正 クォーツディフューザ（３ｍｍ） クォーツディフューザ（２ｍｍ）

校正光源 ハロゲン基準ランプ 重水素基準ランプ

使用範囲 照度５～７００００ｌｕｘ 放射照度０.１０～１８０Ｗ/ｍ２

不確かさ

分光放射照度±５％、
照度±４％、ＰＡＲ±４％、

ＣＣＴ±４５Ｋ、ｘ、ｙ±０.０２２、
ＣＲＩ±１.５

分光放射照度±１５％、
ＵＶＡ放射照度±６％、
ＵＶＢ放射照度±８％、
ＵＶＣ放射照度±１０％

ＯＳ Ｌｉｎｕｘ

ディスプレイ ４.３インチタッチパネル（４８０×２７２ピクセル）

データ保存 内蔵メモリ（１５０ＭＢ）、マイクロＳＤカード、ＵＳＢ（付属せず）

ＰＣ接続 イーサネットケーブル、ミニＵＳＢコネクタ

電源供給
リチウムポリマー充電池６６００ｍＡ/ｈまたは

ＵＳＢ給電アダプタＤＣ-ＵＳＢ-５Ｖ

エクスポートデータ
フォーマット

Ｅｘｃｅｌとの互換性

本体の寸法・重量 Ｌ１３５×Ｗ１５６×Ｈ４２ｍｍ、４４０ｇ

プローブの寸法：重量 Ｌ７５×Ｗ１５０×Ｈ７４ｍｍ、ケーブル長１.５ｍ、３７０ｇ

動作温度 ０～４０℃

アップグレード インターネット経由

■ご注文コード

ＨＤ３０.１ 分光放射照度計・データロガー本体、８ＧＢマイクロＳＤ
カード、充電池６６００ｍＡ/ｈ、ＵＳＢ給電アダプタＤＣ-Ｕ
ＳＢ-５Ｖ（２Ａ）、電源ケーブルＣＰ３０、取扱説明書、キャリ
ングケース

ＨＤ３０.Ｓ１ 可視光スペクトル域（３８０～７８０ｎｍ）測定用プローブ、
８極Ｍ１２コネクタ付１.５ｍケーブル、校正報告書

ＨＤ３０.Ｓ２ 紫外線スペクトル域（２２０～４００ｎｍ）測定用プローブ、
８極Ｍ１２コネクタ付１.５ｍケーブル、校正報告書

ＨＤ３０.１Ｋ 本体ＨＤ３０.１、可視光プローブＨＤ３０.Ｓ１、紫外光プ
ローブＨＤ３０.Ｓ２のキット

アクセサリ：
ＤＣ-ＵＳＢ-５Ｖ ＵＳＢ給電アダプタ、ＤＣ５Ｖ/１Ａ供給
ＣＰ３０ 電源ケーブル、片側ＡタイプＵＳＢコネクタ、

片側同軸ＤＣプラグ
ＢＡＴ３０ 交換用充電池６６００ｍＡ/ｈ、ＨＤ３０.１用
マイクロＳＤカード ８ＧＢマイクロＳＤカード
ＶＴＲＡＰ３０ ＨＤ３０.１設置用三脚、最大高さ１６０ｍｍ
校正成績書：
ＶＣＥＲＴ-Ｌ２７ 放射照度計の校正（３８０～８００ｎｍ、ハロゲンランプ）、

プローブＨＤ３０.Ｓ１用
ＶＣＥＲＴ-Ｌ２８ 放射照度計の校正（２００～４００ｎｍ、重水素ランプ）、

プローブＨＤ３０.Ｓ２用
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Ｌｉｎｕｘ ＯＳを採用したＨＤ３０.１は様々なデータの処理および管理を行いま

す（Ｆｉｇ.３）。大型のカラータッチディスプレイにより、測定の実行や、測定値の

表示、保存が簡単に行えます（Ｆｉｇ.４）。スペクトル情報や派生するパラメータ

は内蔵のメモリ（１５０ＭＢ）および外部メモリ（マイクロＳＤカードまたはＵＳＢ）の

両方に保存することが可能です。エクスポートは、Ｅｘｃｅｌと互換性のある

フォーマットで行われます。データの保存に加えて、ソフトウェアはグラフの画

像も保存することができます。

分光放射照度計・データロガーＨＤ３０.１とプローブＨＤ３０.Ｓ１（可視光）の組

合せ：

近年、私達は照明の分野で、ＬＥＤ照明の普及を目の当たりにしています。ＬＥ

Ｄが演色評価数（ＣＲＩ）に係る性能において、製造ロット間やメーカー間で均

一ではないことを考慮しても、エネルギーの観点から、従来の照明方法に比

べてＬＥＤがもっている利点、優位性には疑いの余地はありません。

従来の測光計では、照度のレベル（ｌｕｘ）は測定できましたが、作り出される照

明の質は確認することができませんでした。

従って、照明の量だけではなく、その質も評価するためには、設置された光源

の比色分析の特性を正確に管理することが必要になります。

産業の環境では、高い演色性は視野の疲労を低減するほか、化粧品業界

においては、展示物の質を高めるために、高い演色性が必要とされます。

さらに重要な用途としては、美術館における光源のスペクトル管理が挙げら

れます。美術館において、照明の質は、展示品の最適な見え方（高ＣＲＩ）を

保証することと、展示品の素材を劣化させる恐れのある青紫色光の放射を低

減するという二つの課題を達成しなければなりません。

新生児治療には、青色光を発するランプ（ＬＥＤ）を使って行われるものがあり

ますが、適切な放射のレベルはＨＤ３０.１を使って測定できます。このような治

療では、有用なスペクトル域以外の光の放射は治療の効果を損ねるばかり

ではなく有害ですらあります。

分光放射照度計・データロガーＨＤ３０.１とプローブＨＤ３０.Ｓ２（紫外線）の組

合せ：

紫外線光は様々な産業、民生分野で使われていますが、多くの場合、その光

源の総放射を知るだけでは不十分で、その光がどのようなスペクトルで分布し

ているかを知ることがきわめて重要です。それは、多くのプロセス（殺菌、重合

その他のプロセス）が単に入光する光の強度のみならずその波長にも非常に

敏感であるためです。

医療分野では、幾つかの皮膚の病気はＵＶランプ（ＵＶＢ）を使って治療されま

すが、この場合も、皮膚に到達する光の強度のみならずその波長も重要です。

光・放射照度測定の主な量は供給されるソフトウェアによってＨＤ３０.１で計

算されます。分析されるスペクトル範囲は測定に使用されるセンサによって変

化します。センサがＨＤ３０.Ｓ１の場合、スペクトル範囲は可視光域（３８０～

７８０ｎｍ）、センサがＨＤ３０.Ｓ２の場合は紫外線スペクトル域（２２０～４００ｎ

ｍ）です。測定センサは互換性があり校正済みです（校正ファイルは各プロー

ブ内に保存）。

センサＨＤ３０.Ｓ１は可視光スペクトル範囲（３８０～７８０ｎｍ）を分析し、以下

の測光・比色分析要素を計算します：　照度［ｌｕｘ］、相関色温度ＣＣＴ［Ｋ］、色

度座標［ｘ、ｙ］（ＣＩＥ１９３１）または［ｕ'、ｖ'］（ＣＩＥ１９７６）、ＣＲＩ（演色評価数、Ｒ１

～Ｒ１４、Ｒａ）、ＰＡＲ［μｍｏｌｆｏｔ/ｓｍ２］。

センサＨＤ３０.Ｓ２は紫外線スペクトル域（２２０～４００ｎｍ）を分析し、以下の

放射量を計算します：　ＵＶＡ放射照度（Ｗ/ｍ２）、ＵＶＢ放射照度（Ｗ/ｍ２）お

よびＵＶＣ放射照度（Ｗ/ｍ２）。

何れのセンサも、余弦則応答を最適化し、スペクトルの変形をもたらさない、

新ジェネレーションのディフューザを備えた光学的入力部をもっています。そ

れぞれのプローブの校正に関わるデータは永久メモリに保存されており、ＨＤ

３０.１の表示計で読むこともできます。

分光放射照度計・データロガーＨＤ３０.１は内蔵の電池（充電池、３.７Ｖ、６.６

Ａｈ）または、本体の駆動と内蔵電池の充電の二つの機能をもつＡＣアダプタ

で動作します。電池の寿命は、本体が動作を継続した場合で約１０時間です

が、使用状態によっては多少時間が変わることもあります。

Ｆｉｇ.３

Ｆｉｇ.４

■アプリケーション
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